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3. 直結式電磁記録器に」かける coupling項の

大きさを評価するための図表

田治米鏡二

(北海道大学理学部地球物理学教室)

一昭和32年7月受理一

かつて筆者は couplingの影響の程度を調べたことがある九 その時の記号によれば Sが

couplingのために生じた項の係数であって， 記録系の変位倍率は couplingがない場合の

1/(1-5)になる。

然るに Sは複素数なので， (1-.5)も亦複素数である。上述の論文では

11-51 及び arg(1-5) (1) 

を夫々計算した。此の方法によれば couplingがないと考えた場合の倍率に対し， couplingが

ある場合に補正すべき係数が与えられる訳である。 但し電磁地震計及び電流計の定数 (n1，h1) 

及び(的，h2)の種々な組合せについて， 予め ¥1)を計算しておくことは非常に面倒であるe

又余りにも数多い図表を用意しておくことは，実用上の見地から云っても好ましくない。

ところで，直結式電磁記録器に於いては多くの場合，必要なのは補正係数の数値そのもの

ではなくて，結局に於いて couplingの影響を無視でまるか否かである。 単にこの目的のため

のみならば 11-51の数値そのものを求める必要はない。 )51が1に対して無視できるか否かを

調べればよいのである。

電磁記録器では多くの場合 h1=heh h2=he2なので，coupling項の係数の絶対値は

一昨，
/
/
Z
F
 

H
4
 

S
 

(2 ) 

但し d は電磁地震計と電流計とを組合せた電気回路内の電気的 impedanceの大小に依っ

て決る attenuationconstantである。前述の論文で示した如く d は1より大きくなることは

ないa

又我々の電気回路に於いては問題になる周波数域内では，電気的 impedanceの reactance

は resistanceよりも充分小さい。故に Uは周波数には依らない量と考えることができる。

そこで (2)を次の如く，静的な部分と動的な部分とに分けて考えることにする。

151 =σ15'1， (3 ) 

1) 田治米鏡二; 電磁地震計と電流計とを直結した場合の couplingの影響について，地震 8(1955) 23. 
Kyozi TAZIME; Amplification Factor of the Ele巴tromagneticRe巴orderhaving no Electric 

Amplifier. Appendix 1， Jour. Fac. Sci. Hokkaido Uni. Geophys. 1 (1957) 62. 
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0.0000 0.0000 0.0000 0.0002 0.0008 1.0000 0.0000 0.0002 0.0000 一 一
0.0004 0.0017 0.0043 0.0151 0.0701 1.0000 0.0175 0.0056 0.0017 0.0008 0.0000 

0.0016 0.0069 0.0171 0.0664 0.2317 1.0000 0.0665 0.0219 0.0068 0.0031 0.0016 0.0000 

0.0036 0.0154 0.0376 0.1379 0.4041 1.0000 0.1377 0.0479 0.0153 0.0075 0.0036 0.0012 0.0000 

0.0065 0.0270 0.0650 0.2214 0.5465 1.0000 0.2214 0.0823 0・02720.0123 0.0064 0.0016 0.0000 

0.0100 0.0416 0.0980 0.3077 0.6532 1.0000 0.3076 0.1233 0.0400 0.0192 0.0100 0.0020 0.0000 

0.0147 0.0588 0.1353 0.3902 0.7306 1.0000 0.3905 0.1685 0.0576 0.0277 0.0132 0.0048 0.0000 
0.0196 0.0784 0.1757 0.4659 0.7872 

i1 調出。柵

0.2150 0.0784 0.0382 0.0196 0.0056 0.0042 

0.0254 0.0997 0.2178 0.5324 0.8284 0.5312 0.2649 0.1024 0.0515 0.0256 0.0064 0.0048 

0.0316 0.1233 0.2606 0.5905 0.8595 0.5897 0.3116 0.1215 0.0642 0.0324 0.0072 0.0108 

0.0392 0.1480 0.3029 0.6402 0.8830 0.6400 0.3600 0.1480 0.0784 0.0400 0.0080 0.0120 

0.0841 0.2810 0.4945 0.7992 0.9441 0.7992 0.5427 0.2805 0.1596 0.0840 0.0240 0.0180 

0.1403 0.4100 0.6100 0.8768 0.9659 1.0000 O.ω00 0.6912 0.4080 0.2548 0.1400 0.0400 0.0240 

0.2032 0.5207 0.7311 0.9175 0.9789 1.0000 0.9200 0.7785 0.5200 0.3465 0.2025 0.0600: 0.0300 

0.2686 0.6098 0.7963 0.9414 0.9845 1.0000 0.9408 0.8352 0.6090 0.4326 0.2700 0.0840 0.0360 

0.7352 0.8743 0.9660 0.9917 1.0000 0.9648 0.8976 0.7360 0.5768 0.4000 0.1440 0.0720 i 0.3950 
0.5050 0.8128 0.9153 0.9780 0.9947 1.0000 0.9980 0.9330 0.8150 0.6790 0.5100 0.2000 0.1200 

0.6665 0.8943 0.9555 0.9884 0.9966 1.0000 0.9884 0.9660 0.8960 0.8036 0.6720 0.3360 0.1680 

0.8032 0.9456 0.9774 0.9950 日町 O醐
0.9840 0.95001 0.89601 0.80001 0.52001 0.3000 

0.9420 09856 0.9948 0.9996 0.99961 1.00001 1.0000 0.9960 0.98001 0.95291 0.96001 0.80001 0.6000 

: 0.9910 0.9980 0.9990 1.0000 1.00001 1.00001 1.0000 1.0000 1.00001 0.99801 0.9910 ー
， 09960 1.0000 1.0000 1.0000 1.00001 1.00001 1.0000 1.0000 1.00001 1.00001 0.9抑ー|
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( 4 ) 

然るに (4)は次の如く書くこともできる。

山 1=対，10g[1/{婦が}J (5 ) 

故に種々な hを parameterとし，Uの変化に対する

1/{(針 y吋 (6) 

(5)なる関係を使って 15'1の値を簡単にこれを両側対数日盛で描いておけば，を予め計算し，

(6)を計算した結果は第1表の通り求める事がでまる。更に(3)に依って 151も直ちに求まる。

これを両側対数目盛用紙上に描いたのが第1図である。であり，

イ旦第2図は，第1図を使って 15'1の評価を行なった例‘で，実線はi=lに対応している。
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第2図

し， h1=0，6なる場合を選んである。点線はi=2に対応、しん=1.0，n2=3 nlとしてある。但し，

点線では U2の目盛をu2=n2/ω=3n1jω=3 U1なる関係によって U1の目盛に描き直してある。

さて鎖線は同一横座標に対す即ち u2=1なる座標はu1=lj3の座標に移動しているのである。

これ即ち 15'1である。る実線及び点線の縦座標の平均値を連ねた曲線であって，

古文に若しも d=0.30であるとすれば今の例では 15'1は U1=0.75で最大値 0.65に達ナる。

これが 1に対して無視できるか否かは観測目的に対する精度の選び

この論文内の数値計算及び図の作成は当教室の六呂i丑美弥子践に行って貰った。

151 =dI5'1 =0.20となる。

方如何による。
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3. A Graph for the Estimation of the Coupling 

Effect in the Electromagnetic Recorder. 

By Kyozi T AZIME 

(Department of Geophy日ics.Facu!ty of Science. Hokkaido University) 

Previously the present authorI) has calculated the correcting coefficient for the 

coupling e任ect. However. it wi11 be rather often required to estimate the coefficient of 

the coupling term vs. unity than to find the correcting coe伍cientitself. The coe街cient

of the coupling term had the notation 5 in the previous paper and the absolute value 

of it was expressed as follows; 
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(2) 

where d was the constant determined by electrical impedances in the recording system. 

or might be taken as the electrical attenuation constant. being smaller than unity. 

Now the calculated graph for 

1/{(告す)¥1}. (6 ) 

has been shown in Fig. 1， using the log-log scale. 

Owing to the relation， 

山 1=七五叫1/{(針作1}J. ( 5 ) 

IS! will be easily estimated， considering ISI ==σ15'1. 
An example for the use of Fig. 1 is illustrated in Fig. 2， where the full-line corres-

ponds to i = 1 and the broken-line i = 2 in ，5). The mean values of these two lines are 
indicated by the chain-line， representing 15'1. 

1) Kyozi Tazime; cit. 


